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特 集
パレスチナの農業は今─抵抗としての農業、命をつむぐ農業

2
0
0
8
年
11
月
7
日
、
期
間

従
業
員
を
3
0
0
0
人
削
減

す
る
と
い
う
ト
ヨ
タ
の
発
表
＝
ト
ヨ
タ

シ
ョ
ッ
ク
を
、
私
は
マ
ニ
ラ
で
知
っ
た
。

こ
の
日
は
、
奇
し
く
も
、
政
治
的
殺
人

の
危
機
に
襲
わ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ

タ
労
組
の
エ
ド
委
員
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
予
定
し
て
い
た
。

　

ト
ヨ
タ
シ
ョ
ッ
ク
を
ス
タ
ー
ト
の
合

図
に
し
て
、
大
手
の
自
動
車
・
電
機
各

社
は
非
正
規
雇
用
の
削
減
計
画
を
次
々

と
発
表
し
た
。「
派
遣
切
り
ト
ヨ
タ
と

一
緒
に
す
れ
ば
怖
く
な
い
」
で
あ
る
。

業
界
団
体
は
、
製
造
業
の
非
正
規
雇
用

労
働
者
40
万
人
が
削
減
さ
れ
る
と
い
う

予
測
を
だ
し
て
い
る
。
製
造
業
以
外
の

産
業
で
働
く
非
正
規
雇
用
労
働
者
や
正

規
労
働
者
の
解
雇
を
加
え
る
と
、
失
業

者
は
1
0
0
万
人
を
越
え
る
だ
ろ
う
と

い
う
推
計
も
あ
る
。

　

訪
比
の
前
に
、
30
年
近
く
定
点
観
測

を
し
て
い
る
台
湾
の
高
雄
輸
出
加
工
区

に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
こ
で
は
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
に
手
数
料
を
支
払
い
2
年
契
約
で

出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女

性
労
働
者
が
、
突
然
、
大
量
解
雇
さ
れ

て
い
た
。
女
性
た
ち
は
政
府
所
有
の
寄

宿
舎
も
追
い
出
さ
れ
、
強
制
的
に
帰
国

さ
せ
ら
れ
る
。
金
融
危
機
の
ツ
ケ
を
最

初
に
支
払
う
の
は
、
一
番
弱
い
労
働
者

だ
。
I
L
O（
国
際
労
働
機
関
）
は
、
今
年

4
0
0
0
万
人
の
労
働
者
が
職
を
失
い
、

世
界
の
失
業
者
数
は
2
億
3
0
0
0
万

人
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　

世
論
の
関
心
を
バ
ッ
ク
に
し
た
マ
ス

コ
ミ
に
よ
る
連
日
の
報
道
も
あ
り
、
派

遣
法
や
雇
用
保
険
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
改

正
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
が

論
議
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
、
問
題
の

解
決
に
は
、
同
一
価
値
労
働
・
同
一
賃

金
の
実
現
が
最
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。
身
分
の
差
を
理
由
に
し
た
差
別
賃

金
が
、
正
規
・
非
正
規
雇
用
に
労
働
者

を
分
断
さ
せ
て
き
た
か
ら
だ
。

　

同
時
に
、
日
本
の
非
正
規
雇
用
労
働

者
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
の
労
働
者
が

「
底
辺
に
向
か
っ
て
の
競
争
」
を
さ
せ

ら
れ
な
い
た
め
に
は
、
生
活
賃
金
の
要

求
と
結
社
の
自
由
・
団
結
権
を
保
障
す

る
人
権
問
題
に
取
り
組
む
国
際
連
帯
が

不
可
欠
だ
。
と
い
っ
て
も
、
現
実
の
国

際
連
帯
運
動
は
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。

日
本
ネ
グ
ロ
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員

会
か
ら
続
く
、
国
境
を
越
え
た
協
同
作

業
の
経
験
の
蓄
積
を
持
つ
A
P
L
A
に
、

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
■

　パレスチナの女性の伝統的な

衣装は、刺繍が全面に施された

ドレスです。クロスステッチで描

かれた模様や用いる色は、地方に

よって特徴があります。黒地に赤い糸での刺繍が、

最も伝統的な色使いです。刺繍の技術は母から娘

へと引き継がれています。刺繍の盛んなパレスチ

ナ南部の村落では、今でも女性が結婚する時に総

刺繍の伝統的なドレスを新調して、持っていくこ

とが多いです。

　この写真の刺繍はドレスのスカートの部分です。

「海の波」と呼ばれる伝統模様です。息子を大学に

行かせたい母親から、お金を工面したいと知人を

通して相談され、このドレスを買い取りました。細

かく丁寧に施された刺繍は、布そのものを丈夫に

し、20年以上経っても美しいその刺繍は今でも目

を楽しませてくれています。（藤屋リカ）

「ポコポコ」は「サンゴ礁の満潮」をイメージしています。潮が満ちていくにつれ、サンゴ礁のあちらこちらに“ポコ”（水たまり）が現れて、ポコポコ同士がつながり始め、いつのま
にか一面海になるというイメージです。アジアの各地域で「ポコ」が生まれ、気がつけばつながっているような活動をしていきたいという思いがこめられています。
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世界的大量解雇の時代に思うこと
遠野はるひ／とおの・はるひ
フィリピントヨタ労組を支援する会

poco-poco 4Relay Essay

02 Relay Essay ポコポコ④　世界的大量解雇の時代に思うこと◎遠野はるひ
03 ［特集］パレスチナの農業は今─抵抗としての農業、命をつむぐ農業

パレスチナ─占領下では農業もまた占領されている◎近藤康男
食からみるベツレヘム周辺の人びとの豊かな暮らしと現実◎藤屋リカ
ドキュメンタリー映画『オリーブの木がある限り』◎大野和興

08 Topics
ネグロス農民、北部ルソンを訪ねる◎吉澤真満子
ホームレスの叫び◎奥田知志

10 堀田正彦のアジア食い倒れ④
マレーシアの“鯵丸ごと一匹ゴロン”とカレー◎堀田正彦

10 むらを歩く④　幻のサツマイモがよみがえる ちちぶ太白イモと老百姓◎大野和興
11 あっちこっち雑学手帖④　昔話、所変われば◎松田麻衣子
11 じゃらん・じゃらんアジア④　養殖池の主・ミルクフィッシュ◎村井吉敬
12 撮っておきアジア④　熊本県水俣市袋地区◎吉永紘史
13 APLA生活④　ゲランドの塩◎山下万里子
14 Voice from APLA partners

【韓国より】韓国ともパートナーシップを築いています。（ドゥレ生協とAPNet）
【パレスチナより】オリーブオイル出荷団体 UAWCのご紹介

15 事務局便り

　イスラエルのガザ侵攻は人を殺し、建物を破壊しただけで
はない。ガザの農地と農業をズタズタにした。そこに生きる人
びとの命の根っこが農地と農業にあるこ
とを知っているからだ。ガザだけではない。
パレスチナの基盤は農業であり、多くの
人が土に寄り添って、オリーブの木に誇
りを持って生きている。その農地と農業は
今どうなっているか。パレスチナの人びと
の土にかける思いと合わせ、紹介する。

パレスチナの
農業は今

抵抗としての農業、命をつむぐ農業

特集

　

08
年
12
月
か
ら
始
ま
っ
た
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ガ
ザ
攻
撃
と
そ
れ
に
対
す
る
ハ
マ

ス
の
反
撃
は
、
現
在（
09
年
3
月
23
日
）
互

い
の
一
方
的
停
戦
に
よ
り
表
向
き
平
穏

な
状
況
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
破
壊

し
つ
く
さ
れ
た
ガ
ザ
の
暮
ら
し
の
復
興

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
復
興
も
途

中
で
阻
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
復

興
し
た
後
ま
た
瓦
礫
に
帰
し
、
命
と
暮

ら
し
と
、
そ
し
て
莫
大
な
資
金
が
失
わ

れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

壁
の
内
側
に
身
を
置
い
て
初
め
て
、

そ
し
て
ほ
ん
の
少
し
だ
け
分
か
る

真
実

　
04
年
2
月
、
㈱
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー

ド
・
ジ
ャ
パ
ン（
A
T
J
）
で
の
パ
レ
ス
チ

ナ
産
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
取
り
扱
い
の

可
能
性
を
探
る
た
め
に
最
初
の
訪
問
を

し
て
以
来
、
彼
の
地
へ
の
訪
問
も
既
に

9
回
を
数
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
オ
リ

ー
ブ
オ
イ
ル
の
輸
入
も
年
間
40
ト
ン
へ

と
大
き
く
増
加
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

ア
ッ
バ
ス
議
長
に
米
国
や
イ
ス
ラ
エ

ル
が
あ
る
意
味
で
肩
入
れ
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
の
自
治
区

に
限
っ
て
い
え
ば
、
占
領
は
多
少
表
面

的
な
低
強
度
戦
争
の
様
相
を
帯
び
、
一

見
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
数
も
減
り
、

検
問
所
も
外
見
は
洗
練
度
を
高
め
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
移
動
も
以
前
よ
り

ス
ム
ー
ズ
で
、
唯
一
の
公
共
の
移
動
手

段
で
あ
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
も
検
問

所
を
越
え
て
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
取
り
組
み
に

パ
レ
ス
チ
ナ

│
占
領
下
で
は
農
業
も
ま
た
占
領
さ
れ
て
い
る

近
藤
康
男
／
こ
ん
ど
う
・
や
す
お

A
P
L
A
監
事
、
互
恵
の
た
め
の
ア
ジ
ア
民
衆
基
金
事
務
局
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パ
レ
ス
チ
ナ
・
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地

区
の
ほ
ぼ
中
央
、
標
高
8
0
0
ⅿ
の
丘

陵
地
帯
に
3
0
0
0
年
以
上
前
か
ら
人

び
と
の
営
み
が
あ
る
街
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム

は
あ
り
ま
す
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
を
中
心
に
、

ま
わ
り
に
は
い
く
つ
も
の
町
や
村
が
あ

り
、
周
辺
の
丘
陵
地
に
は
オ
リ
ー
ブ
畑

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ム
ス
リ
ム
も
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
も
住
む
こ
の
街
は
、
モ
ス

ク
か
ら
の
お
祈
り
の
声
ア
ザ
―
ン
と
教

会
の
鐘
の
音
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま

す
。

村
々
の
特
産
品

　

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
周
辺
半
径
数
㎞
の
小
さ

な
地
域
の
中
の
村
に
は
、
各
々
の
村
に

特
産
の
野
菜
や
果
物
が
あ
り
ま
す
。
年

間
降
水
量
は
3
5
0
㎜
程
度
、
川
も
な

い
の
で
自
給
自
足
は
難
し
く
、
ま
た
、

古
く
か
ら
通
商
地
点
と
し
て
栄
え
た
土

地
柄
が
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、

人
び
と
は
旬
の
時
期
に
「
こ
の
村
の
こ

れ
！
」
と
指
定
し
て
買
い
求
め
、
生
産

す
る
人
び
と
は
そ
れ
を
誇
り
に
し
て
い

ま
す
。

　

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
北
に
位
置
す
る
ベ
イ

ト
ジ
ャ
ラ
。
周
辺
で
最
も
高
地
に
あ
り
、

丘
陵
地
で
栽
培
さ
れ
た
ア
プ
リ
コ
ッ
ト

が
名
産
で
す
。
ア
ラ
ブ
に
は
「
明
日
は

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
」
と
い
う
格
言
が
あ
り
、

収
穫
時
期
が
短
く
傷
み
や
す
い
ア
プ
リ

コ
ッ
ト
を
例
え
て
〝
明
日
は
何
が
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
〞
と
い
う
意
味
で
使

い
ま
す
。
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
は
ジ
ャ
ム
に

す
る
こ
と
が
多
く
、
種
の
中
心
部
の
杏

仁
も
一
緒
に
煮
込
み
ま
す
。
女
性
た
ち

は
総
出
で
手
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。

　

ベ
イ
ト
ジ
ャ
ラ
の
北
西
に
位
置
す
る

バ
テ
ィ
ー
ル
は
ナ
ス
の
名
産
地
。
ナ
ス

は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
バ
テ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
と

音
も
近
い
で
す
。
ま
た
有
数
の
オ
リ
ー

ブ
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
ナ
ス
は
、
細

か
く
刻
ん
だ
胡
桃
、
青
唐
辛
子
や
ニ
ン

ニ
ク
を
は
さ
ん
で
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

に
漬
け
込
ん
で
保
存
し
ま
す
。
ベ
イ
ト

ジ
ャ
ラ
の
南
西
は
ハ
ダ
ル
で
す
。
ハ
ダ

ル
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
緑
を
意
味
し
ま
す
。

食
か
ら
み
る

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
周
辺
の
人
び
と
の

豊
か
な
暮
ら
し
と
現
実

藤
屋
リ
カ
／
ふ
じ
や
・
り
か

日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

パ
レ
ス
チ
ナ
事
業
担
当

関
わ
る
生
協
や
団
体
の
交
流
訪
問
団
は

検
問
所
で
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
と
一
緒
に
写

真
に
納
ま
る
こ
と
ま
で
経
験
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
初
め
て
壁
の
内
側
に
身

を
置
き
監
視
・
命
令
さ
れ
る
立
場
と
な

っ
た
時
に
感
じ
た
、〝
日
々
の
苛
立
ち
、

反
発
、
不
安
、
憎
し
み
に
も
似
た
感
情

と
暴
力
の
増
幅
が
、
相
対
す
る
双
方
を

普
通
の
人
間
で
な
く
し
て
し
ま
う
〞
と

い
う
想
い
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

表
面
的
な
平
穏
は
、
時
期
と
場
所
に

よ
る
例
外
的
な
装
い
で
し
か
な
く
、
日

常
的
な
暴
力
と
市
民
の
殺
害
は
当
た
り

前
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
更
に
国
境
で
の

イ
ス
ラ
エ
ル
側
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
荷
の

積
み
替
え
な
ど
新
た
な
経
済
的
な
締
め

付
け
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
ま
さ
に
オ

〈
注
１
〉

ス
ロ

合
意
を
利
用
し
て
の
民
生
部
門
の
業
務

の
放
棄
に
よ
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
劣
化
、

壁
と
専
用
道
路
＝
軍
事
・
入
植
者
専
用

に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
国
土
の
地
理
的
分

断
、
新
た
な
入
植
地
建
設
が
進
め
ら
れ
、

独
立
国
家
が
仮
に
成
立
し
て
も
ま
と
も

な
国
と
し
て
の
姿
を
と
り
得
な
く
す
る

た
め
の
既
成
事
実
が
進
行
し
て
い
る
。

占
領
さ
れ
、分
断
・
閉
鎖
・

包
囲
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
農
業

　

一
口
に
言
っ
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
農

業
は
、
占
領
さ
れ
、
分
断
・
閉
鎖
・
包

囲
さ
れ
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
経
済
に

従
属
さ
せ
ら
れ
、
高
コ
ス
ト
体
質
に
さ

れ
、
更
に
は
ご
み
溜
め
に
さ
れ
た
農
業

〈
注
１
〉
オ
ス
ロ
合
意

1
9
9
3
年
9
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
解

放
機
構（
P
L
O
）
の
間
で
同
意
さ
れ
た
一
連
の
協

定
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
P
L
O
を
パ
レ
ス
チ
ナ
の
代
表

交
渉
当
事
者
と
認
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
占
領
す
る
地

域
に
5
年
間
の
暫
定
自
治
期
間
を
設
け
、そ
の
間
に

最
終
的
な
返
還
条
件
を
決
め
、両
者
の
歴
史
的
和

解
を
達
成
す
る
内
容
が
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
オ
ス
ロ
合
意
の
調
印
を
行
っ
た
ラ
ビ
ン
首
相

暗
殺
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
政
権
交
代
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
抑
圧
的
な
占
領
政
策
の
加
速
に
よ
り
、
パ
レ

ス
チ
ナ
側
の
不
満
が
募
り
、2
0
0
0
年
に
第
二
次

イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
が
起
こ
り
、
オ
ス
ロ
和
平
プ
ロ

セ
ス
は
崩
壊
し
た
。

〈
注
２
〉
シ
ジ
フ
ォ
ス
神
話

約
束
を
破
っ
た
シ
ジ
フ
ォ
ス
が
罰
と
し
て
山
頂
ま
で

大
き
な
岩
を
上
げ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
が
、岩
の
重

み
で
底
ま
で
転
が
り
落
ち
、
こ
の
苦
行
が
永
遠
に
繰

り
返
さ
れ
る
と
い
う
、果
て
し
な
い
徒
労
の
意
。

と
な
っ
て
い
る
。

●
水
・
農
地
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
没
収
・

破
壊
・
分
断

●
農
作
業
、
特
に
収
穫
時
の
否
応
無
し

の
制
限
と
妨
害

●
そ
の
結
果
と
し
て
の
農
作
物
の
放
置

と
品
質
劣
化

●
情
勢
の
不
安
定
化
と
移
動
制
限
に
よ

る
市
場
の
喪
失

●
農
業
資
材
の
購
入
、
農
産
物
の
販
売

面
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
市
場
へ
の
依

存
・
従
属

●
入
植
地
か
ら
の
未
処
理
廃
棄
物
・
汚

水
に
よ
る
環
境
汚
染

　

し
か
し
、
彼
等
の
現
実
は
黙
々
と
耐

え
て
営
む
こ
と
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
自
分
の
農
地
に

辿
り
着
く
た
め
に
は
、
壁
や
金
網
を
通

る
た
め
に
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
と
、
そ
し
て
、

オ
リ
ー
ブ
を
収
穫
す
る
た
め
に
は
入
植

者
の
暴
力
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
。
職
を
イ
ス
ラ
エ
ル
や
入

植
地
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
現

実
で
あ
る
。

　

90
年
の
湾
岸
戦
争
以
降
、
湾
岸
諸
国

で
の
出
稼
ぎ
先
を
失
い
、
村
に
戻
ら
ざ

る
を
得
な
い
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
増
え
る

一
方
、
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ（
民
衆
蜂
起
）

以
降
農
業
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
さ
れ
、
イ

ス
ラ
エ
ル
内
の
就
業
機
会
を
失
い
、
そ

し
て
販
売
先
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
市

場
を
失
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。
敵
対

関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

産
品
の
最
大
の
市
場
は
隣
国
の
イ
ス
ラ

農地面積 1,488㎢ 国土の25.2％、西岸地区農地
の内54％がオリーブ畑

灌漑面積 158.2㎢ 灌漑比率10.6％、
イスラエル人入植地では70％

農業／GDP 12.4％（04年） イスラエルは2％（04年）、
67年は30％超

農産物輸出 輸出全体の25％ オリーブ、オリーブオイル、
野菜、果実、生花

農業従事者 就業人口の14.4％ 農村婦人の32.5％

自給率 穀類35％、野菜91％、鶏肉90％、牛豚肉35％、
ミルク61％

オリーブ
オイル

6,000～
35,000トン生産

農業生産の13％、
消費12,000～15,000トン

占領下の農業

土地収用 67年イスラエルが所有権登録を凍結⇒所有者不
在地として没収

入植 00～06年だけで7,700ha接収

軍・入植者
の暴力

00～07年で農民66名殺害
00～07年200万本以上の樹木伐採

02年からの
壁の建設

完成時730km⇒西岸の40％を喪失、10％の地域＝
97の村が孤立、8の村が壁と国境の間に孤立

専用道路 4,177km⇒国土・農地・交通を分断

水資源支配 ヨルダン川の65％、表流水90％がイスラエル管理
下に⇒水の利用料一人当たりで入植者の4分の1

灌漑施設
破壊状況

1,362の貯水池・水槽、97万9,000mの水道、
3,380ha分の灌漑水路

〈2007年6月パレスチナ農業復興委員会（PARC）作成資料から〉

※PARC：1983年に設立された農業復興NGO。主な活動内容としては、農村の女性支援、農
民の組織化、オリ－ブオイルその他の農畜産物の生産・販売を行っている。

パレスチナの農業エ
ル
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て

も
パ
レ
ス
チ
ナ
は
重
要
な
市
場
で
あ
る
。

し
か
し
、
不
幸
に
も
そ
の
関
係
は
一
方

的
な
支
配
と
従
属
の
関
係
と
し
て
あ

る
。
67
年
に
は
G
D
P
に
占
め
る
農
業

の
割
合
が
30
％
超
で
あ
っ
た
の
が
04
年

に
は
12
％
台
ま
で
減
少
し
て
い
る
理
由

は
、
一
般
に
見
ら
れ
る
産
業
の
高
度
化

だ
け
で
は
な
く
、
農
業
が
破
壊
さ
れ
た

こ
と
に
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

日
々
打
ち
の
め
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

将
来
を
計
画
す
る
こ
と
自
体
が
不
可
能

で
、
シ

〈
注
２
〉ジ

フ
ォ
ス
神
話
の
よ
う
な
営
み

を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
パ
レ

ス
チ
ナ
で
あ
る
。
そ
し
て
自
治
政
府
自

身
の
有
効
で
持
続
的
な
農
業
政
策
も
実

施
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
N
G
O
、

農
民
は
抵
抗
運
動
や
独
立
国
家
樹
立

の
戦
い
を
続
け
な
が
ら
、
自
ら
農
業
イ

ン
フ
ラ
の
建
設
、
加
工
・
流
通
、
市
場

開
拓
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

2
月
に
は
ア
ー
モ
ン
ド
の
花
が
咲
き
誇

り
、
日
本
の
桜
の
よ
う
な
美
し
さ
を
愛

で
る
こ
と
が
で
き
る
。
11
月
は
家
族
総

出
で
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
に
集
い
、
伝
統

の
料
理
を
食
べ
、
皆
で
憩
う
。
オ
リ
ー

ブ
に
象
徴
さ
れ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
農
業

は
歴
史
、
文
化
の
源
で
も
あ
る
。
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る
た
め
に
は
戦
う

し
か
な
く
、
戦
い
の
持
続
の
た
め
に
は

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

　

国
連
特
別
報
告
が
い
み
じ
く
も
言
っ

て
い
る
。「
国
際
的
な
制
裁
措
置
が
占
領 検問所は人の行きかいも物流も阻んでしまう。

肥沃な土地、水資源を奪うアパルトヘイト壁。

者
で
な
く
非
占
領
者
に
対
し
て
課
せ
ら

れ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
」
■
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特 集
パレスチナの農業は今─抵抗としての農業、命をつむぐ農業

　

 

㈱
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ

ン（
A
T
J
）
の
民
衆
交
易
の
仲
間
で
あ
る

パ
レ
ス
チ
ナ
の
N
G
O
、
パ
レ
ス
チ
ナ

農
業
復
興
委
員
会（
P
A
R
C
）
と
フ
ラ
ン

ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
制
作
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
タ
イ
ト
ル
が
、

『
オ
リ
ー
ブ
の
木
が
あ
る
限
り
』
と
い

う
の
だ
と
聞
い
て
、
と
て
も
心
が
動
い

た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
接
す
る
パ

レ
ス
チ
ナ
よ
り
さ
ら
に
深

い
と
こ
ろ
で
パ
レ
ス
チ
ナ

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と

直
感
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
は
農
民
の
国

　

A
T
J
の
役
員
だ
っ
た

近
藤
康
男
さ
ん
の
世
話
に

な
り
、
A
P
L
A
／
あ
ぷ

ら
の
吉
澤
さ
ん
、
和
光
大

学
の
ロ
バ
ー
ト
･
リ
ケ
ッ

ト
さ
ん
ら
多
く
の
人
の
厄

介
を
か
け
な
が
ら
日
本
語
版（
原
版
は
フ

ラ
ン
ス
語
）
を
作
り
、
私
が
代
表
を
し
て

い
る
国
際
有
機
農
業
映
画
祭
の
第
2
回

映
画
祭
で
上
映
し
た
。
2
0
0
8
年
11

月
16
日
の
上
映
当
日
は
、
A
T
J
と
民

衆
交
易
仲
間
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
な
ど

生
協
･
消
費
者
グ
ル
ー
プ
が
招
聘
し
て

い
た
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
主
人

公
P
A
R
C
の
サ
リ
ー
ム
・
ア
ブ
ー
・

ドキュメンタリー映画

『オリーブの木がある限り』
大野和興／おおの・かずおき
農業ジャーナリスト、本誌編集長

ガ
ザ
ー
レ
さ
ん
と
パ
レ
ス
チ
ナ
農
業
開

発
委
員
会（
U
A
W
C
）
の
カ
レ
ッ
ド
・
ヒ

ド
ゥ
ミ
さ
ん
が
会
場
に
足
を
運
び
、
30

分
に
わ
た
り
参
加
者
と
の
対
話
を
も
っ

て
く
れ
た
。

　

映
画
は
予
想
し
た
と
お
り
見
る
人
に

深
い
感
銘
を
与
え
た
。

　

冒
頭
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
語
り
か
け

る
。

　
「
パ
レ
ス
チ
ナ
と
い
え
ば
、
石
を
投

げ
る
子
ど
も
、
自
爆
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
、

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
戦
う
青
年
、
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
も
事
実
だ
が
、
そ
の
背
後
に
も
う

ひ
と
つ
の
現
実
が
あ
る
」

　
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
び
と
の
多
く
が

農
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
誰
が
知

っ
て
い
る
だ
ろ
う
」

　

映
像
は
壁
を
、
検
問
所
を
映
し
、
カ

メ
ラ
は
次
第
に
パ
レ
ス
チ
ナ
の
内
部
に

踏
み
込
む
。
乾
い
た
土
地
に
広
が
る
オ

リ
ー
ブ
園
、
一
家
総
出
で
収
穫
作
業
に

従
事
す
る
村
人
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
幼

児
も
一
人
前
に
畑
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

　

突
如
ニ
ュ
ー
ス
映
像
が
入
る
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
兵
士
が
重
機
を
持
ち
込
み
、

オ
リ
ー
ブ
の
木
を
引
き
抜
い
た
り
、
切

り
倒
し
た
り
し
て
い
る
。
一
人
の
農
民

が
猛
烈
な
抗
議
を
行
う
が
、
た
ち
ま
ち

兵
士
た
ち
に
押
さ
え
込
ま
れ
、
腹
を
け

ら
れ
、
連
行
さ
れ
る
。

1
0
0
万
本
が
引
き
抜
か
れ
た

　

映
画
祭
会
場
。
サ
リ
ー
ム
さ
ん
が
話

し
た
。

　
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
は
1
0
0
0
万
本

の
オ
リ
ー
ブ
の
木
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
7
年
間
に
1
0
0
万
本
が
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
っ
て
引
き
抜
か
れ
た
の
で
す
」。

　

カ
レ
ッ
ド
さ
ん
が
語
っ
た
。

　
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
を
育
て
る
こ
と
、

そ
こ
か
ら
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
絞
り
、

製
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
戦
い
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
土

地
の
権
利
、
水
の
権
利
は
そ
の
ま
ま
人

間
が
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
、
生
存

権
そ
の
も
の
で
す
」。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
は
オ
リ
ー
ブ
の
原
産
地

の
ひ
と
つ
と
サ
リ
ー
ム
さ
ん
は
指
摘

す
る
。
コ
ー
ラ
ン
で
も
神
聖
な
木
と
さ

れ
、
オ
リ
ー
ブ
と
人
と
の
付
き
合
い
は

3
0
0
0
年
以
上
に
及
ぶ
。

　
「
そ
の
オ
リ
ー
ブ
の
木
が
引
き
抜
か

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
の
文
化

や
歴
史
、
宗
教
を
根
こ
そ
ぎ
に
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
同
時
に
そ
こ

で
生
活
の
糧
を
得
て
い
る
農
民
の
未
来

を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
た

ち
は
引
き
抜
か
れ
て
も
引
き
抜
か
れ
て

も
植
え
続
け
ま
す
」。
■

文
字
通
り
、
緑
の
美
し
い
村
で
ブ
ド
ウ

畑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
は
そ

の
ま
ま
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
果
汁
を

煮
詰
め
て
蜜
の
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ

は
デ
ブ
ス
と
呼
ば
れ
、
保
存
食
で
あ
る

と
同
時
に
健
康
食
で
す
。
デ
ブ
ス
に
ゴ

マ
の
ペ
ー
ス
ト
を
混
ぜ
、
パ
ン
に
付
け

て
食
べ
ま
す
。
鉄
分
が
豊
富
で
、
妊
婦

や
成
長
期
の
子
ど
も
、
病
気
の
回
復
時

期
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
か
ら
南
東
に
下
る
と
ベ

イ
ト
サ
フ
ー
ル
で
、
羊
飼
い
の
野
と
も

呼
ば
れ
る
場
所
で
す
。
特
産
は
フ
ァ
ク

ー
ス
。
薄
黄
緑
色
で
表
面
に
産
毛
が
あ

る
、
キ
ュ
ウ
リ
に
似
た
野
菜
で
す
。
こ

れ
は
塩
水
を
使
っ
た
自
然
発
酵
の
ピ
ク

ル
ス
に
し
て
保
存
し
ま
す
。
水
に
新
鮮

な
卵
を
殻
ご
と
入
れ
て
卵
が
浮
い
て
く

る
ま
で
塩
を
加
え
て
漬

け
汁
の
濃
度
を
決
め
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
知
恵

は
、
母
か
ら
娘
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領

と
人
び
と
の
生
活

　

し
か
し
、
人
び
と
の

生
活
は
構
造
的
な
問
題

に
よ
り
不
当
か
つ
困
難
な
中
に
あ
り

ま
す
。
1
9
6
7
年
の
第
3
次
中
東
戦

争
以
降
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
下
に
あ
り
、

国
際
法
上
占
領
地
へ
の
入
植
は
禁
じ
ら

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
入
植
地
の
建
設
は
拡
大
し
続

け
ま
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
び
と
は

土
地
を
奪
わ
れ
、
入
植
地
と
イ
ス
ラ
エ

ル
側
を
結
ぶ
専
用
道
路
に
よ
っ
て
生
活

は
分
断
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
2
年
か

ら
イ
ス
ラ
エ
ル
が
自
国
の
安
全
を
名
目

に
一
方
的
に
建
設
を
進
め
て
い
る
分
離

壁
は
、
入
植
地
を
イ
ス
ラ
エ
ル
側
に
取

り
込
む
形
で
建
築
が
進
み
、
人
び
と
は

更
に
土
地
を
失
い
、
移
動
の
自
由
を
奪

わ
れ
ま
し
た
。
村
か
ら
村
へ
の
移
動
も
、

検
問
所
や
移
動
障
害
物（
フ
ェ
ン
ス
、
岩
な

ど
）
で
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
深

刻
な
の
は
、
バ
テ
ィ
ー
ル
で
す
。
エ
ル

サ
レ
ム
に
隣
接
す
る
北
部
は
、
分
離
壁

の
建
設
に
よ
っ
て
土
地
が
奪
わ
れ
、
自

分
の
農
地
に
行
く
の
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の

許
可
が
必
要
に
な
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま

す
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
向
か
う
主
要
道
路

は
封
鎖
さ
れ
、
遠
回
り
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
以
前
は
15
分
で
行
け
た
と

こ
ろ
が
、
30
分
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
封
鎖
は
農
産
物
の
運
搬
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
急
患
で
病
院
に

行
く
と
き
に
は
大
き
な
問
題
と
な
り
ま

す
。

存
在
す
る
こ
と
が
抵
抗
す
る
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
伝
統

に
誇
り
を
持
ち
、
子
ど
も
の
教
育
こ

そ
が
最
も
大
切
な
こ
と
と
、
人
び
と
は

淡
々
と
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。「
存

在
す
る
こ
と
が
抵
抗
す
る
こ
と
」
と
よ

く
聞
き
ま
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
格
言
に

「
今
日
は
蜂
蜜（
ア
サ
ル
）、
明
日
は
玉
ね

パレスチナ自治区・
ヨルダン川西岸地区

イスラエルによる入植地
（国際法上違法）

UNOCHAより（2008年9月11日）

入植者行政区域

チェックポイント

検問所
移動障害物

完成した分離壁
建築途中の分離壁
計画中の分離壁

国境

イスラエル

バティール

ハダル

ベイトジャラ

ベイトサフール

バティール

ハダル

ベイトジャラ

ベイトサフール

ベツレヘム

イスラエル

エジプト

シリア

ヨルダン

ヨルダン川
西岸地区ガザ地区

ベツレヘム

収穫作業後、畑で憩う家族。（『オリーブの木がある限り』より）

ぎ（
バ
サ
ル
）」
が
あ
り
ま
す
。
蜂
蜜
の

甘
さ
は
幸
福
、
玉
ね
ぎ
の
苦
さ
は
苦
難

の
象
徴
で
、
良
い
こ
と
は
続
か
な
い
、

と
い
う
意
味
で
す
。
困
難
な
生
活
を
強

い
ら
れ
る
中
、
あ
る
女
性
が
「
今
日
は

蜂
蜜
、
明
日
も
蜂
蜜
」
と
冗
談
を
言
っ

て
、
笑
い
飛
ば
し
て
い
た
の
は
印
象
的

で
し
た
。
土
地
を
愛
し
、
オ
リ
ー
ブ
の

木
が
切
ら
れ
れ
ば
植
え
続
け
、
季
節
が

巡
っ
て
く
れ
ば
制
限
の
中
で
も
自
慢
の

特
産
品
を
作
り
ま
す
。
女
性
た
ち
は
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
保
存
食
に
加
工

し
、
そ
の
知
恵
は
若
い
世
代
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
■

分離壁に描かれた落書き。
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「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

　
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
と
は
誰
の
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
多
く
の
方
々
は
「
野
宿
者
」
と
答
え

る
で
し
ょ
う
。
政
府
も
「
都
市
公
園
、
河
川
、

道
路
、
駅
舎
そ
の
他
の
施
設
を
故
な
く
起
居

の
場
所
と
し
、
日
常
生
活
を
営
ん
で
い
る

者
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

食
料
、
衣
料
、
医
療
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で

物
理
的
困
窮
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
、
こ
れ

が
野
宿
の
現
実
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
を

「
ハ
ウ
ス
レ
ス
状
態
」
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
い
か
に
し
て
解
消
す
る
か
は
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
国
は
公
的
扶
助（
生
活
保

護
等
）
で
こ
の
部
分
を
し
っ
か
り
支
え
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
方
、
私
た
ち
は
野
宿
者
が
抱

え
る
問
題
を
「
ハ
ウ
ス
レ
ス
」
の
み
な
ら
ず

「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
と
捉
え
て
き
ま
し
た
。「
ホ

ー
ム
」
と
は
、
家
族
、
友
人
、
知
人
な
ど
、

人
と
人
と
の
関
係
そ
の
も
の
で
す
。「
ホ
ー

ム
レ
ス
」
は
「
関
係
の
困
窮
」
を
示
す
言
葉

で
す
。
こ
の
意
味
で
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
は
、

物
理
的
困
窮
と
の
闘
い
で
あ
る
と
同
時
に
無

縁
と
の
闘
い
で
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
「
ハ

ウ
ス
レ
ス
」
を
克
服
し
て
も
、「
自
立
」
が

「
孤
立
」
に
終
わ
る
な
ら
問
題
の
本
質
は
依

然
残
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。「
彼
ら
に
と
っ
て

何
が（
衣
食
住
な
ど
の
物
理
的
課
題
）
必
要
か
？
」

と
共
に
「
彼
ら
に
と
っ
て
誰
が（
心
配
し
て
く
れ

る
誰
か
）必
要
か
？
」
と
い
う
問
い
は
、
支
援

者
が
常
に
心
に
置
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
し
た
。

野
宿
者
襲
撃
事
件
が
語
る
こ
と

　

今
か
ら
十
数
年
前
、
深
夜
に
中
学
生
ら
し

き
少
年
二
人
組
が
自
転
車
で
や
っ
て
来
て
、

寝
て
い
る
野
宿
者
を
襲
撃
す
る
と
い
う
事
件

が
頻
発
し
ま
し
た
。
当
事
者
の
お
や
じ
さ

ん
が
語
っ
た
言
葉
が
今
も
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。「
夜
中
の
1
時
、
2
時
に
町
を
自
転
車

で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
中
学
生
は
、
家
が
あ

っ
て
も
帰
る
と
こ
ろ
が
な
い
子
ど
も
た
ち
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
親
か
ら
さ
え
も
心
配
さ

れ
な
い
子
ど
も
た
ち
で
は
な
い
か
。
帰
る
と

こ
ろ
の
な
い
奴
ら
の
気
持
ち
、
誰
か
ら
も
心

配
さ
れ
な
い
奴
ら
の
気
持
ち
は（
ホ
ー
ム
レ
ス
で

あ
る
）
自
分
に
は
わ
か
る
が
な
ぁ
…
」。
両
者

は
、
加
害
者
と
被
害
者
と
い
う
関
係
と
同
時

に
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
と
い
う
同
じ
十
字
架
を

背
負
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
絆
が
分
断
さ
れ
る
時
代
、
中

学
生
の
ホ
ー
ム
レ
ス
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ホ

ー
ム
レ
ス
、「
主
婦
」
の
ホ
ー
ム
レ
ス
、
ホ

ー
ム
レ
ス
の
老
人
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
住

む
家
は
あ
る（
ハ
ウ
ス
レ
ス
で
は
な
い
）
が
、
ホ
ー

ム
レ
ス（
絆
を
喪
失
し
た
）
状
態
の
人
び
と
が
多

く
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

「
生
産
性
」と
い
う
価
値
観

　
「
生
産
性
の
な
い
人
間
が
迫
害
や
差
別
さ

れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
」。
ホ
ー

ム
レ
ス
支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
書

き
込
ま
れ
た
一
文
で
す
。「
生
産
性
」
と
は

い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。
投
稿
し
た
方

は
「
ホ
ー
ム
レ
ス
＝
生
産
性
が
低
い
＝
迫
害

や
差
別
を
受
け
て
当
然
」
と
言
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
襲
撃
事
件
は
、

こ
の
「
生
産
性
」
に
絡
む
事
件
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
襲
撃
の
理
由
は
様
々
で
す
。
ひ
と

つ
に
子
ど
も
自
身
が
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ

て
い
る
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、
大
人
社

会
そ
の
も
の
が
持
つ
「
生
産
性
」
の
価
値
観

が
子
ど
も
た
ち
に
「
迫
害
し
て
も
良
い
」
と

い
う
墨
付
き
を
与
え
、「
悪
気
な
く
」
襲
撃

さ
せ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
さ
ら
に
こ

の
価
値
観
は
当
然
子
ど
も
た
ち
自
身
に
も
向

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
生
産
性
の
な
い

者
は
迫
害
さ
れ
る
」
と
い
う
危
機
感
を
子
ど

も
自
身
が
常
に
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
襲
撃

事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
中
学
生
は
「
社
会
の

ゴ
ミ
を
片
付
け
た
だ
け
。
褒
め
ら
れ
て
当

然
」
と
語
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
レ
ス
襲
撃
は
、

「
ホ
ー
ム
レ
ス
を
排
除
し
た
い
」
と
い
う
大

人
社
会
の
本
音
を
見
抜
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、

「
襲
撃
す
る
こ
と
で
自
分
は
社
会
の
役
に
立

っ
て
お
り
、
生
産
性
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

を
自
ら
証
明
せ
ん
が
た
め
に
行
っ
た
行
為
で

す
。
そ
の
意
味
で
襲
撃
す
る
子
ど
も
た
ち
自

身
「
誰
か
に
認
め
ら
れ
た
い
。
社
会
と
つ
な

が
っ
て
い
た
い
」
と
い
う
叫
び
声
を
あ
げ
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
理
由
で
あ
れ
襲
撃
は
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
「
叫

び
」
と
私
た
ち
は
向
か
い
合
わ
ね
ば
な
ら
な

い
と
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
現
場
で
常
に
考

え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
絆
を
失

っ
た
あ
ら
ゆ
る
人
び
と（
ホ
ー
ム
レ
ス
）
の
叫
び

で
あ
る
か
ら
で
す
。
■

2
0
0
9
年
1
月
25
〜
29
日
、
青
年

5
人
を
含
め
、
ネ
グ
ロ
ス
農
民
13

人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
北
部
ル
ソ
ン
を
訪
れ
た
。

今
回
の
交
流
訪
問
の
目
的
は
〝
価
値
観
の
転

換
〞。
ネ
グ
ロ
ス
島
で
は
、
経
済
、
農
業
イ

ン
フ
ラ
、
生
活
文
化
、
そ
し
て
人
び
と
の
メ

ン
タ
リ
テ
ィ
に
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
時

代
か
ら
続
く
砂
糖
キ
ビ
農
園
の
シ
ス
テ
ム
が

浸
透
し
て
い
る
。
砂
糖
キ
ビ
は
年
一
回
の
収

穫
だ
か
ら
収
入
も
年
一
回
。
植
え
付
け
、
収

穫
な
ど
の
畑
仕
事
が
な
い
間
は
借
金
を
し
、

賭
け
事
や
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
遊
ぶ
。
農
園
労

働
者
か
ら
農
民
に
な
る
…
そ
こ
で
ぶ
つ
か
っ

た
大
き
な
壁
は
、
こ
う
し
た
人
び
と
の
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。

北
部
ル
ソ
ン
の
農
民

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
約
7
0
0
0
の
島
か
ら
な

る
国
だ
。
地
域
の
文
化
は
多
種
多
様
。
北

部
ル
ソ
ン
は
、
先
住
民
族
が
多
く
住
む
地
域
。

米
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
野
菜
、
果
物
の
栽
培

を
軸
に
人
び
と
は
農
業
を
ベ
ー
ス
に
生
計
を

立
て
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
の
中
で
し

ば
し
ば
先
住
民
族
た
ち
は
原
始
的
で
あ
る
と

差
別
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の

生
活
を
覗
い
て
み
る
と
、
自
然
と
人
の
調
和
、

先
祖
か
ら
伝
わ
る
知
恵
を
大
事
に
し
て
い
る

人
び
と
だ
と
分
か
る
。
ま
た
、
ケ
チ
だ
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
意
味
を
変
え

れ
ば
「
堅
実
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
訪
問

さ
せ
て
も
ら
っ
た
米
生
産
者
に
な
ぜ
成
功
し

た
の
か
と
聞
く
と
、「
必
要
で
な
い
も
の
を

買
う
な
、
買
え
な
い
も
の
は
買
う
な
の
精
神

だ
」
と
言
う
。
つ
ま
り
借
金
は
し
な
い
と
い

う
こ
と
。
そ
し
て
よ
く
働
く
こ
と
だ
と
も
話

し
た
。「
農
民
は
80
％
自
給
し
て
農
民
で
あ

る
。
40
％
以
上
外
か
ら
買
っ
て
い
た
ら
農
民

で
は
な
い
」。
農
業
を
し
て
い
れ
ば
遊
ん
で

い
る
暇
は
な
い
。
ネ
グ
ロ
ス
の
農
民
に
と
っ

て
は
耳
の
痛
い
話
だ
っ
た
。

土
地
へ
の
執
着
と
、愛
情

　

北
部
ル
ソ
ン
の
地
は
、
そ
の
豊
か
な
自
然

ゆ
え
に
近
代
化
の
波
に
も
ま
れ
て
き
た
。
70

年
代
半
ば
か
ら
森
林
伐
採
、
鉱
山
開
発
が
始

ま
っ
た
。
今
で
も
こ
の
鉱
山
開
発
は
進
ん
で

お
り
、
今
回
訪
れ
た
地
域
の
ひ
と
つ
も
そ
の

開
発
予
定
地
区
の
中
に
あ
る
。
実
際
に
開
発

が
始
ま
れ
ば
8
村
1
万
8
0
0
0
ha
が
消
え

て
し
ま
う
。
現
在
村
々
で
は
こ
の
鉱
山
開
発

に
断
固
と
し
て
反
対
す
る
運
動
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
土
地
は
、
地

域
、
農
業
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
。
そ
の
場

所
で
日
々
の
暮
ら
し
を
つ
づ
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
土
地
へ
の
執
着
、
愛
情
は
、
ネ
グ
ロ
ス

の
農
民
た
ち
に
も
、
な
ぜ
自
分
た
ち
が
壮
絶

な
土
地
闘
争
を
行
っ
て
き
た
か
を
思
い
出
さ

せ
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
築
く
と
は
…

　
「
も
っ
と
複
合
農
業
を
や
っ
て
い
る
か
と

思
っ
た
」。
交
流
の
中
で
こ
う
発
言
し
た
ネ

グ
ロ
ス
の
農
民
が
い
た
。
彼
の
頭
に
は
、
支

援
N
G
O
が
示
し
て
き
た
、
田
ん
ぼ
、
畑
、

家
畜
な
ど
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
備
わ
っ
て
い
る

モ
デ
ル
的
農
場
を
想
像
し
て
い
た
よ
う
だ
。

柑
橘
農
家
の
ギ
ル
バ
ー
ト
さ
ん
は
こ
う
答
え

た
。「
複
合
と
は
い
か
に
多
種
多
様
な
収
入

源
を
持
つ
か
だ
。
柑
橘
に
も
、
種
類
が
豊
富

に
あ
り
収
穫
時
期
も
ず
ら
せ
る
。
6
種
類
の

柑
橘
に
加
え
て
、
他
の
果
物
も
栽
培
し
て
い

る
。
あ
と
は
、
自
給
用
の
家
畜
、
魚
の
養
殖

を
し
、
余
っ
た
ら
そ
れ
を
売
る
。
北
部
ル
ソ

ン
に
も
様
々
な
N
G
O
や
機
関
が
や
っ
て
き

て
色
々
な
情
報
を
提
供
す
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
教
科
書
の
中
の
こ
と
。
必
要
と
思
っ
た

こ
と
は
聞
き
入
れ
る
け
ど
、
実
践
者
の
ア
ド

バ
イ
ス
以
外
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
。
情
報
を

取
捨
選
択
す
る
の
は
自
分
自
身
だ
」。

　

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
支
援
が
ネ
グ
ロ
ス

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
は
そ
の
中

身
を
吟
味
し
て
き
た
か
？　

提
案
さ
れ
た
も

の
を
受
け
入
れ
て
き
た
だ
け
で
、
何
を
し
た

い
か
主
体
的
に
考
え
て
き
た
か
？　

そ
ん
な

振
り
返
り
の
言
葉
が
出
て
く
る
。
北
部
ル
ソ

ン
の
人
た
ち
が
、
貧
し
い
な
が
ら
も
自
分
た

ち
の
手
で
築
き
あ
げ
て
い
る
農
業
、
生
活
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
思
う
こ
と
が
多
く
あ

っ
た
。

　

こ
の
旅
の
最
後
に
は
、
今
後
ネ
グ
ロ
ス
で

何
を
す
る
か
熱
心
な
話
し
合
い
が
続
い
た
。

参
加
中
は
お
と
な
し
く
見
え
た
青
年
た
ち
か

ら
も
発
言
が
出
た
。「
ま
ず
は
自
分
た
ち
が

モ
デ
ル
と
な
っ
て
成
功
し
な
い
と
、
周
り
の

農
民
は
つ
い
て
こ
な
い
よ
！
」
今
回
参
加
し

た
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
か
心
の
中
に
大
き

な
お
土
産
を
持
っ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
ネ
グ
ロ
ス
が
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
の
か
、
楽
し
み
だ
。
■

ネ
グ
ロ
ス
農
民
、北
部
ル
ソ
ン
を
訪
ね
る

吉
澤
真
満
子
／
よ
し
ざ
わ
・
ま
み
こ

A
P
L
A
事
務
局
長

ホ
ー
ム
レ
ス
の
叫
び

奥
田
知
志
／
お
く
だ
・
と
も
し

N
P
O
法
人
北
九
州
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
機
構
理
事
長

苗木の作り方を真剣に聞くネグロスの農民たち。2001年新年炊き出しの様子。
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お
な
じ
み
エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
の
育
つ
東

ジ
ャ
ワ
の
粗
放
養
殖
池
の
、
も
と
も
と
の

主ぬ
し

は
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
名

バ
ン
デ
ン
、
タ
ガ
ロ
グ
語
名
バ
ン
グ
ス
、
和
名
サ
バ
ヒ

イ
）
だ
っ
た
。
熱
帯
泥
湿
地
で
川
が
流
れ

込
む
海
辺
に
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
も
あ
る
。

そ
こ
を
均
し
て
田
ん
ぼ
の
よ
う
な
囲
い
池

を
つ
く
る
。
乾
季
は
塩
田
に
な
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
雨
季
に
は
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ

の
稚
魚
や
稚
エ
ビ
が
入
っ
て
く
る
。
そ
れ

が
藻
草
や
、
そ
こ
に
つ
く
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

を
食
べ
て
自
然
に
大
き
く
な
る
。
こ
れ
が

養
殖
池
の
起
源
だ
ろ
う
。

　

ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
日
本
で
は
あ
ま

り
な
じ
み
の
な
い
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
魚
で

あ
る
。
正
確
に
は
ネ
ズ
ミ
ギ
ス
目
サ
バ
ヒ

ー
亜
目
サ
バ
ヒ
ー
科
サ
バ
ヒ
ー
属
に
属
す

る
魚
で
あ
る
（
学
名
：C

h
an

os ch
an

os

）。
大

き
な
も
の
は
1
ｍ
以
上
に
な
る
と
い
う
が
、

養
殖
池
で
は
そ
ん
な
に
大
き
く
し
な
い
。

せ
い
ぜ
い
30
〜
40
㎝
く
ら
い
で
出
荷
す

る
。
海
水
魚
で
あ
る
が
、
淡
水
で
も
育
つ
。

白
身
だ
か
ら
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
名
前

が
つ
い
た
の
だ
ろ
う
。
柔
ら
か
い
白
身
で

癖
の
な
い
味
が
好
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に

台
湾
で
は
国
の
英
雄
鄭
成
功
に
ち
な
ん

で
「
国
姓
魚
」（
麻
虱
目
と
も
い
う
）
と
呼
ば
れ
、

朝
が
ゆ
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
大
衆
魚
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
、

国
の
魚
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
よ
く
食
べ
ら
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ

ャ
ワ
島
や
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
で
も
よ
く
食
べ

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
魚
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
南
ス

ラ
ウ
ェ
シ
の
養
殖
池
で
あ
っ
た
。
池
の
管

理
人
の
ラ
ト
ン
コ
さ
ん
の
池
で
は
た
く
さ

ん
の
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
勢
い
よ
く
泳

い
で
い
た
。
そ
れ
を
獲
っ
て
串
焼
き
に
し

て
く
れ
た
。
そ
の
後
見
た
ほ
と
ん
ど
の
粗

放
養
殖
池
で
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
池
の

主
役
だ
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
た
。
こ
の

魚
が
勢
い
よ
く
泳
ぐ
こ
と
で
酸
素
が
補
給

さ
れ
、
エ
ビ
の
生
育
に
も
よ
い
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
東
ジ
ャ
ワ
養
殖

池
主
の
故
ハ
ジ
・
ア
ム
ナ
ン
さ
ん
で
、
㈱

オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
が
エ
ビ

を
買
い
付
け
始
め
た
初
期
に
は
ア
ム
ナ
ン

さ
ん
の
池
の
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
が
た
く

さ
ん
入
っ
て
い
た
。
有
機
エ
ビ
の
背
後
に

は
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
い
る
の
で
あ
る
。

村井吉敬／むらい・よしのり
早稲田大学教授、APLA共同代表

養
殖
池
の
主ぬ

し

・
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ

　

出
雲
神
話
の
一
つ
、
因
幡
の
白
兎
に
は

ワ
ニ
が
出
て
く
る
。
原
文
で
は
「
海
の
和ワ

邇ニ

」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
鰐
は
川
の

生
き
物
で
あ
る
し
、
何
よ
り
古
代
日
本
に

鰐
は
い
な
い
。
山
陰
地
方
で
は
鮫
や
フ
カ

を
「
ワ
ニ
」
と
も
い
う
が
、
元
々
は
海
の

神
や
そ
の
使
い
の
こ
と
を
「
和ワ

邇ニ

」
と
呼

ん
で
い
た
そ
う
だ
か
ら
和
邇
≠
鰐
、
鮫
と

見
る
の
が
良
さ
そ
う
だ
。

　

知
恵
の
あ
る
陸
の
生
物
が
水
中
の
生
物

を
騙
し
て
川
や
海
を
渡
る
と
い
う
話
は
、

東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
に
も
あ
る
。
例
え

ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
洪
水
の
た
め
対

岸
へ
渡
れ
な
く
な
っ
た
カ
ン
チ
ル
（
豆
鹿
）

が
「
頭
数
を
数
え
る
」
と
ブ
ア
ヤ
（
ワ
ニ
）

を
騙
し
て
呼
び
集
め
、
そ
の
背
を
利
用
し

て
川
を
渡
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
こ

に
は
領
土
拡
大
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い

る
ら
し
い
が
、
生
活
圏
内
に
ワ
ニ
が
生
息

し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
し
っ
く
り
来
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
形
の
話
が
海
を
渡
っ
て
伝

え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
因
幡
の
白
兎
は
古
事
記
の

中
の
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
過
ぎ
な
い
。
因

幡
の
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
を
め
ぐ
っ
て
兄
弟
（
八
十

神
）
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
オ
ホ
ナ
ム
ヂ

の
前
に
丸
裸
の
兎
が
現
れ
る
。「
ワ
ニ
を

騙
し
て
海
を
渡
り
、
去
り
際
嘲
笑
っ
た
ら

衣
服
を
剥
か
れ
、
終
い
に
は
八
十
神
の
嘘

に
よ
っ
て
身
を
尽
く
傷
つ
け
た
」
と
嘆
く

兎
に
、
オ
ホ
ナ
ム
ヂ
が
正
し
い
癒
し
方
を

教
え
る
。
元
の
姿
に
戻
っ
た
兎
は
「
ヤ
ガ

ミ
ヒ
メ
は
あ
な
た
が
得
る
こ
と
で
し
ょ

う
」
と
い
い
、
後
に
菟
神
と
な
る
。
な
る

ほ
ど
、
こ
う
聞
く
と
因
幡
の
白
兎
は
い
わ

ば
神
々
の
昇
進
試
験
の
一
つ
だ
っ
た
と
分

か
る
。
さ
ら
に
話
が
進
む
と
オ
ホ
ナ
ム
ヂ

は
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
名
を
得
る
の
だ
が
、

王
と
し
て
の
素
質
を
試
す
話
に
異
国
の
説

話
が
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
、
数
あ
る
類

話
の
中
で
も
唯
一
騙
し
た
こ
と
を
暴
露
し

て
返
り
討
ち
に
遭
う
兎
の
話
、『
因
幡
の

白
兎
』
が
成
立
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
や
賢
い
カ
ン
チ
ル
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
国
産
車
に
な
っ
た
。
神
の
使
い
の
和
邇

な
ん
て
元
か
ら
レ
ベ
ル
が
高
そ
う
だ
し
、

痛
い
目
を
見
た
兎
も
果
て
は
神
様
だ
。
あ

わ
れ
騙
さ
れ
っ
放
し
の
異
国
の
水
中
動
物

た
ち
に
、
何
か
い
い
フ
ォ
ロ
ー
は
な
い
も

の
か
。

昔
話
、所
変
わ
れ
ば

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
も
っ
と
も
魅
力
的
な
場

所
は
「
カ
ー
パ
ー
ク
」
で
あ
る
。「
カ
ー

パ
ー
ク
」
と
は
読
ん
で
字
の
如
し
「
駐
車

場
」
で
あ
る
。

　

イ
ポ
ー
と
い
う
町
で
、
昼
飯
時
に
友
人

が
「
カ
ー
パ
ー
ク
に
行
こ
う
！
」
と
い
う

の
で
、「
車
に
乗
っ
て
ど
こ
か
素
敵
な
レ

ス
ト
ラ
ン
に
で
も
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る

の
か
？
」
と
思
っ
た
ら
、
元
駐
車
場
を
屋

台
村
に
し
た
場
所
に
案
内
さ
れ
た
。
25

店
ほ
ど
の
屋
台
が
ぐ
る
り
と
広
場
を
取
り

囲
み
、
広
場
に
は
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
真
ん
中
に
飲
み
物
類
と

白
い
ご
飯
だ
け
を
提
供
す
る
「
カ
ー
パ
ー

ク
」
の
所
有
者
の
店
が
あ
り
、
そ
の
代
金

が
い
わ
ば
入
場
料
代
わ
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
屋
台
は
、
す
べ
て
一
品
料

理
の
屋
台
で
あ
る
。
派
手
な
炎
を
上
げ
て
、

勢
い
よ
く
中
華
鍋
を
振
り
回
し
て
い
る
の

は
「
渡
り
蟹
の
ぶ
つ
切
り
四
川
風
炒
め
」

の
屋
台
。
マ
レ
ー
料
理
の
サ
テ
ー
を
焼
く

屋
台
に
は
、
バ
ナ
ナ
の
茎
に
差
し
込
ま
れ

た
大
量
の
ヤ
ギ
、
鶏
、
牛
肉
の
串
が
並
ぶ
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
料
理
オ
ン
パ
レ
ー
ド
、

南
イ
ン
ド
、
北
イ
ン
ド
、
ベ
ン
ガ
ル
、
菜

食
、
タ
ン
ド
リ
・
チ
キ
ン
、
サ
モ
サ
、
チ

ャ
パ
テ
ィ
、
プ
リ
ー
、
と
そ
れ
ぞ
れ
主
張

し
な
が
ら
う
ま
く
間
隔
を
置
い
て
配
置
さ

れ
て
い
る
。
中
華
料
理
も
、
四
川
、
北
京
、

潮
州
、
広
東
、
揚
州
と
す
べ
て
の
地
域
の

料
理
が
並
ぶ
。
こ
れ
に
タ
イ
料
理
ま
で

参
加
し
て
く
る
。
一
品
が
3
0
0
円
か
ら

5
0
0
円
で
あ
る
。
天
国
で
あ
る
。

　

私
が
こ
の
中
で
秀
逸
で
あ
る
と
選
ん
だ

の
が
、〝
鯵
丸
ご
と
一
匹
ゴ
ロ
ン
〞
と
カ

レ
ー
で
あ
る
。
中
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
鯵

を
丸
ご
と
素
揚
げ
し
て
、
そ
れ
を
秘
伝
の

チ
リ
ソ
ー
ス
に
漬
け
込
み
、
水
分
が
な
く

な
る
ま
で
火
に
か
け
る
。
真
っ
赤
に
仕
上

が
っ
た
鯵
に
、
タ
イ
ム
や
香
菜
や
ミ
ン
ト

の
葉
が
振
り
掛
け
ら
れ
、
皿
に
一
匹
ゴ
ロ

ン
と
置
か
れ
る
。
屋
台
の
親
父
は
タ
ミ
ー

ル
人
の
粋
な
伊
達
男
で
、
別
の
一
枚
の
皿

を
手
に
取
り
、
大
鍋
に
炊
き
上
が
っ
た
黄

金
色
の
サ
フ
ラ
ン
・
ラ
イ
ス
の
ふ
た
を
開

け
る
と
、
な
べ
の
周
囲
に
そ
っ
て
皿
を
動

か
し
て
、
水
平
に
ラ
イ
ス
を
な
で
斬
り
に

掬
い
取
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
鯵
の
隣

の
隙
間
に
盛
り
付
け
る
と
「
一
丁
上
が

り
！
」
お
い
し
い
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
の〝
鯵
丸
ご
と
一
匹
ゴ
ロ
ン
〞と
カ
レ
ー

04
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養殖池畔にあがったミルクフィッシュ。

　

太
白
イ
モ
と
い
う
サ
ツ
マ
イ
モ
が
あ
る
。

戦
前
、
埼
玉
・
秩
父
地
方
か
ら
群
馬
に
か

け
て
の
山
間
部
で
作
ら
れ
て
い
た
。
皮
は

や
や
薄
い
赤
紫
色
を
し
て
い
て
、
切
る
と

中
は
真
っ
白
。
ね
っ
と
り
と
甘
く
、
イ
モ

好
き
に
は
堪
え
ら
れ
な
い
と
定
評
が
あ
っ

た
。
酒
好
き
の
お
や
じ
で
さ
え
、「
こ
の

イ
モ
の
天
ぷ
ら
は
抜
群
だ
」
と
と
ろ
け
る

よ
う
な
目
付
き
で
、
真
顔
で
い
う
ほ
ど
だ
。

　

そ
の
イ
モ
も
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
〝
幻

の
イ
モ
〞
だ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
中
か
ら

戦
後
に
か
け
て
の
食
糧
難
の
時
代
に
消
え

て
い
っ
た
の
だ
。
理
由
は
こ
の
イ
モ
の
収

量
が
低
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
戦
時
中
、

ま
ず
は
お
腹
を
満
た
そ
う
と
奨
励
さ
れ
た

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
と
に
か
く
で
か
く
て
ま

ず
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
た
く
さ
ん
と
れ

た
。
み
ん
な
が
腹
を
す
か
せ
て
い
る
と
き
、

収
量
が
低
い
イ
モ
を
作
っ
た
り
し
た
ら
、

そ
れ
こ
そ
非
国
民
と
名
指
し
で
非
難
さ
れ

た
時
代
で
あ
る
。

　

今
年
82
歳
に
な
っ
た
秩
父
市
の
飯
島
久

さ
ん
は
こ
の
太
白
イ
モ
を
ず
っ
と
守
り
続

け
て
き
た
。

　「
頭
の
い
い
人
は
こ
ん
な
イ
モ
は
捨
て

て
、
金
に
な
る
も
の
に
切
り
か
え
て
い
っ

た
。
自
分
は
う
ま
い
イ
モ
だ
か
ら
、
絶
や

し
て
は
も
っ
た
い
な
い
と
作
り
続
け
た
だ

け
。」

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
寒
さ
に
弱
い
。
摂
氏
10

度
以
下
に
下
が
る
と
低
温
障
害
を
起
こ
し
、

黒
く
変
色
し
た
り
腐
っ
た
り
す
る
。
だ
か

ら
農
家
は
、
家
の
中
に
地
下
貯
蔵
庫
を
作

っ
た
り
、
畑
に
深
い
イ
モ
穴
を
掘
っ
た
り
、

南
向
き
の
傾
斜
面
に
む
ろ
を
つ
く
っ
た
り

と
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
冬
を
過
ご
す
。
特

に
種
イ
モ
の
保
存
に
は
神
経
を
使
う
。
飯

島
さ
ん
は
家
の
中
に
イ
モ
を
い
れ
、
毛
布

や
布
団
を
か
け
て
守
っ
た
。

　

そ
の
イ
モ
が
い
ま
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

飯
島
さ
ん
の
話
が
次
第
に
広
が
り
、「
も

う
一
度
太
白
を
食
べ
た
い
」
と
い
う
注
文

が
殺
到
し
て
い
る
の
だ
。
飯
島
さ
ん
は
周

辺
に
呼
び
か
け
て
「
ち
ち
ぶ
太
白
サ
ツ
マ

イ
モ
生
産
組
合
」
を
06
年
に
立
ち
上
げ
た
。

地
元
の
農
業
高
校
で
太
白
い
も
を
使
っ
た

調
理
実
習
が
行
わ
れ
、
2
年
生
40
名
が
太

白
サ
ツ
マ
イ
モ
ご
は
ん
、
と
ろ
ー
り
ク
リ

ー
ム
ス
ー
プ
、
ま
る
い
も
コ
ロ
ッ
ケ
、
い

も
い
も
ス
イ
ー
ツ
の
4
品
を
完
成
さ
せ
た
。

幻
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
よ
み
が
え
る  

ち
ち
ぶ
太
白
イ
モ
と
老
百
姓太白イモ。

イラスト：上原祥子 イラスト：保光美由紀カンチル（豆鹿）とワニ



このコーナーでは皆様の写真を募集しています。
募集内容◎アジアを旅した写真5枚程度（日本も含みます）詳しくはAPLA／あぷら事務局（TEL：03-5273-8160）までお問い合わせください。皆様からの応募をお待ちしております！
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ゲランドの塩
レポーター

山下万里子／やました・まりこ
㈱オルター・トレード・ジャパン 事業部課長

今回のお題

04
撮 影 者◎吉永紘史／よしなが・ひろふみ
撮影場所◎熊本県水俣市袋地区04

1─�みかん畑�
農業で食べていきたいと思っているけれど、土地も機械もお金もない
私はもらえるものは何でももらいます。その日は草刈機をくれるってい
うから行ったのに気がついたらハウスの上でビニールの張り替えに加
わっていました。そのハウスの前から撮った一枚。

2─�石橋�
私の家から走って30秒で鹿児島県、つまりは県境に住んでいます。そ
の県境の川にかかる石橋です。川の名前は境川、橋の名前は境の橋、
そのまんま。明治の初めに肥後の石工によって掛けられた橋だそうで
す。

3─�夕日�
不知火の海の向こうに横たわる長島のそのまた向こうに沈む夕日。水
俣はリアス式海岸で起伏が重なります。だからみかん山はたいてい海
を見下ろす格好になります。夕日を背にした天草の島々も、夕日に当た
るみかん山もただただ綺麗なのです。

4─�冷水�
冷たい水と書いて「ひやすじ」と読みます。自然林に守られた湧水は
農業用水として大切に使われています。学校から帰る途中いつもここ
で水をすくって飲んでいました。私の習字の先生はここで白狐を見た
そうです。ほんとかよ。

（2009年撮影）

4

2
1

3

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
㈱
オ
ル
タ

ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン（
以
下

A
T
J
）
で
取
り
扱
う
、
フ
ラ
ン
ス
西
海
岸

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
で
古
く
か
ら
繁
栄
し

て
き
た
ゲ
ラ
ン
ド
塩
田
で
採
ら
れ
た
「
ゲ

ラ
ン
ド
の
塩
」
で
す
。「
A
T
J
が
フ
ラ

ン
ス
の
塩
？
」
と
思
わ
れ
る
方
も
中
に
は

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
ゲ
ラ
ン
ド
の
塩
は
、
古
く
は
紀
元
前
9

世
紀
以
前
か
ら
続
く
伝
統
的
な
製
法
で
作

ら
れ
て
い
る
塩
で
す
。
そ
の
過
程
で
は
戦

争
や
新
産
地
の
出
現
で
塩
田
が
廃
れ
た
り
、

近
年
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
波
に
飲
み
込
ま

れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
綿
々
と
塩
を
守

り
続
け
て
い
る
生
産
者
が
フ
ラ
ン
ス
に
い

ま
す
。
そ
ん
な
ゲ
ラ
ン
ド
の
塩
を
通
じ
て

反
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
反
G
M
O

（
遺
伝
子
組
み
換
え
）
を
掲
げ
る
市
民
運
動
と
日

本
の
消
費
者
の
交
流
と
連
帯
を
掲
げ
て
始

ま
っ
た
、
と
い
う
の
が
A
T
J
で
取
り
扱

う
ゲ
ラ
ン
ド
の
塩
で
す
。

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
で
お
い
し
い
塩

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ゲ
ラ
ン
ド
の
塩
、（
使

っ
て
い
る
方
は
も
う
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
）
た
だ

し
ょ
っ
ぱ
い
だ
け
の
塩
と
は
違
い
、
な
ん

と
も
い
え
な
い
ま
ろ
や
な
か
味
わ
い
は
一

度
口
に
す
る
と
止
め
ら
れ
な
い
！
の
で
す
。

料
理
、
パ
ン
作
り
に
お
い
て
我
が
家
の
塩

は
も
う
す
べ
て
ゲ
ラ
ン
ド
の
塩
に
切
り
替

わ
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
肉
や
魚
の

塩
釜
焼
き
な
ど
で
大
量
に
使
う
レ
シ
ピ
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
日
本
で
は
調
味
料
は

今
や
減
塩
ブ
ー
ム
、「
い
い
塩
梅
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
く
ら
い
で
す
か
ら
使
っ
て

も
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
。
こ
の
「
ほ
ん
の
ち

ょ
っ
と
」
で
、
素
材
の
良
さ
を
ど
う
す
れ

ば
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
か
、
と
い
う
こ
と

で
今
回
は
い
ま
巷
で
も
人
気
の
「
塩
」
生

キ
ャ
ラ
メ
ル
を
つ
く
っ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

塩
キ
ャ
ラ
メ
ル
作
り
に
挑
戦
！

　
甘
い
も
の
に
は
目
が
な
い
私
で
す
が
、

生
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
と
や
ら
を
口
に
し
た
の

は
実
は
つ
い
最
近
。
口
の
な
か
で
勝
手
に

溶
け
て
ゆ
く
魅
惑
の
食
感
に
思
わ
ず
う
っ

と
り
。
原
材
料
を
み
て
み
る
と
意
外
に
シ

ン
プ
ル
な
材
料
の
み
で
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
い
ざ
挑
戦
。
材
料
は
マ
ス

コ
バ
ド
糖
、
ゲ
ラ
ン
ド
の
塩（
細
粒
塩
、粗
塩
）、

生
ク
リ
ー
ム
だ
け
。
マ
ス
コ
バ
ド
糖
が
も

と
も
と
黒
糖
な
の
で
、
ど
こ
ま
で
煮
詰
め

て
良
い
の
か
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
し
、
塩
の
加
減
も
味
見
を
し
よ
う

に
も
沸
々
と
煮
え
た
ぎ
る
キ
ャ
ラ
メ
ル
ソ

ー
ス
で
舌
を
火
傷
し
そ
う
に
な
り
な
が

ら
、
な
ん
と
か
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
粗
塩
を
ち

り
ば
め
て
完
成
。
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
や
さ

し
い
甘
さ
と
濃
厚
な
生
ク
リ
ー
ム
の
コ
ク
、

そ
し
て
な
ん
と
言
っ
て
も
、
ち
り
ば
め
た

粗
塩
の
う
ま
み
の
あ
る
塩
味
と
じ
ゃ
り
っ

と
し
た
舌
触
り
が
結
構
マ
ッ
チ
。
折
角
つ

く
っ
た
の
で
職
場
に
持
参
し
同
僚
に
も
試

食
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
煮
詰
め
る
時
間

が
短
く
て
、
包
み
紙
に
ひ
っ
つ
い
て
離
れ

な
い
塩
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
歯
で
シ
ガ
シ
ガ

し
な
が
ら
、「
お
い
し
い
！
」
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
姿
を
な
が
め
つ
つ
、

や
っ
ぱ
り
ゲ
ラ
ン
ド
の
塩
の
良
さ
を
再
認

識
し
つ
つ
、
お
菓
子
作
り
の
腕
を
磨
く
こ

と
、
そ
し
て
こ
の
美
味
し
い
塩
を
使
っ
た

加
工
品
を
作
る
ぞ
！
と
俄
然
や
る
気
が
出

て
き
た
塩
担
当
者
で
あ
り
ま
し
た
。
■

ゲランドの塩を使った塩キャラメル
意外に簡単で贅沢な味わい。温めた牛乳に溶かし入
れてキャラメル・ラテにもどうぞ。
【材料】
●マスコバド糖：70g　　●水：大さじ2杯
●ゲランドの塩（塩＝生地に溶かす用、粗塩＝トッピング用）：お好
みで調整

●生クリーム：100㏄

【作り方】

①鍋に水と砂糖を入れて強火にかける。
②ふつふつと煮えてきたら、一旦火をとめて生クリー
ムを少し入れてよく混ぜる。このとき急激に入れると
キャラメルソースが飛び散るので要注意。

③なじんだら、弱火にかけて残りの生クリームを少しず
つ入れてよくかき混ぜる。

④とろ火にして15～20分くらい煮詰める。時々かき混
ぜる。

⑤クッキングシートを敷いたバットに流し入れ、あら熱
をとってから冷蔵庫で1時間ほど冷やす。

⑥クッキングシートからはがして、お好きなサイズに
カットして召し上がれ。

ゲランドの塩製品と不恰好な塩生キャラメルたち
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編集後記

2月 2日 パルシステム・ドゥコープ平和募金贈呈式に吉澤が参加しました。

2月 4日 東京学芸大学附属高等学校社会見学実習においてAPLA／あぷらの活動に
ついて吉澤が授業を行いました。

2月 7日 APLA理事会開催

2月 23日 ～未来をひらく後継者・若者対象～「BM基礎セミナー」第1回に吉澤が参加
しました。

3月 4日 ㈱オルター・トレード・ジャパン（ATJ）と協議会を開催しました。

3月 16日 生活クラブクッキングスタジオベルのプレイベントに吉澤が参加しました。

3月 25日 パルシステム神奈川ゆめコープのイベント“平和交流のつどい「ハートカ
フェ」”にATJと一緒に参加しました。

4月 4日～5日 『地球的課題の実験村ミニシンポと年次寄り合い（三里塚）』に参加し、APLA
として村民になりました。

4月 13日 東ティモールを訪問し、来年度の計画の打ち合わせを行いました（津留・吉
澤）。

4月 15日 インドネシア・スラバヤのATINA社を訪れ、来年度の計画の打ち合わせを行
いました（津留・吉澤）。

4月 21日 宝仙学園中学高等学校の総合学習の時間に吉澤が授業を行いました。

4月 25日 APLA理事会・評議員会開催

2月
3月
4月

20日
19日
16日

APLA民衆交易・フェアトレード研究会を開催しました。

　農業とは食料を生産することだけではな
い。人が生きてきた歴史であり、その歴史を
貫く文化であり、なにより人の生き方なのだ
ということが、パレスチナ農業を考えること
でよくわかった。日本でもいま、人びとが生き
てきた証が、山や里から急速に消えている。
置かれた状況こそ異なるが、「百姓であるこ
と自体がたたかい」である、そんなたたかい
が全世界でうごめいている。（大野）

　今、外では桜の花が咲ききり、そろそろ散
ろうとしている。やっぱり桜が咲くと春が来
た！と実感し、何もないのに心が喜んでいる。
今号の特集で掲載した内容に、パレスチナで
は2月にアーモンドの花が咲き乱れると書い
てあった。アーモンドの花は桜の花に似てい
る。花を愛でる人の心は万国共通だ。（吉澤）

　味のあるイラストでコラムに花を添えてく
ださった上原さんとは、ハリーナの表紙を飾
る布探しの中で出会った。今は一緒に茶道を
習ってもいる。これまでどれだけ雑に生きて
きたか、どれだけのことをなおざりにしてき
たかを思い知る日々。小さなサインを放った
らかしにしない生き方を心がけたい。（松田）

　

1
9
8
0
年
代
初

期
か

ら
、
パ

レ

ス

チ
ナ
の
土
地
や
水

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

占
領
政
策
に
よ
っ
て

没
収
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
直

接
的
な
被
害
を
受
け

た
の
は
農
民
で
す
。

U
A
W
C（
パ
レ
ス
チ
ナ
農
業
開
発
委

員
会
）
は
、
農
民
が
直
面
し
た
社

会
経
済
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

1
9
8
6
年
に
非
営
利
組
織
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
当
初
U
A
W
C
の

最
大
の
目
標
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

農
業
イ
ン
フ
ラ
を
破
壊
し
、
農
業

を
周
縁
化
し
て
い
く
イ
ス
ラ
エ
ル

の
占
領
政
策
と
闘
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
活
動
を
担
っ
て
い
た
の
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た

が
、
そ
の
後
、
活
動
を
強
化
す
る

た
め
に
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区

と
ガ
ザ
地
区
に
農
業
委
員
会
を
設

立
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

現
在
U
A
W
C
は
、
ラ
マ
ラ
と
ガ

ザ
に
本
部
事
務
所
、
ジ
ェ
ニ
ン
、

ト
ゥ
ル
カ
レ
ム
、
ヘ
ブ
ロ
ン
に
支

部
事
務
所
を
置
い
て
、
各
地
で

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
農
地
開
拓
、
オ
リ

ー
ブ
オ
イ
ル
の
品
質
向
上
、
国
際

的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
各
地
で
協
同
組

合
の
設
立
を
手
助
け
し
、
農
業
委

員
会
を
通
じ
て
農
民
を
組
織
化
し

て
い
ま
す
。
活
動
の
根
底
に
あ
る

目
標
と
し
て
、

●
農
業
に
よ
る
利
益
を
向
上
さ
せ

る
●
あ
ら
ゆ
る
政
策
や
自
然
災
害
か

ら
、
土
地
、
水
の
供
給
に
関
す

る
農
民
の
権
利
を
保
護
す
る

●
失
業
や
貧
困
を
な
く
し
、
食
糧

安
全
を
高
め
る

●
地
域
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
に
貢
献
す
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
皆
さ
ん
が
パ
レ
ス
チ

ナ
の
農
民
に
常
に
寄
り
添
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝

し
ま
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
び
と

は
、
皆
さ
ん
の
連
帯
と
思
い
や
り

の
お
か
げ
で
、
よ
り
よ
い
未
来
を

夢
み
て
、
希
望
を
も
っ
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
と
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
カ
レ
ッ
ド
・
ヒ

ド
ゥ
ミ
│
パ
レ
ス
チ
ナ
農
業
開
発
委
員
会
代

表（
U
A
W
C
）／
抄
訳
：
事
務
局
野
川
）■

オリーブオイル出荷団体
UAWCのご紹介

From Palestine【パレスチナより】

09年総会は5月16日（土）開催です。
正会員の方はご出席よろしくお願いします。
時間：10：30～12：30（受付10：00～）　　場所：浜松町・海員会館
また、5月17日には千葉県三里塚にてAPLAフォーラムを開催、フィリピンよりゲストを招きシンポジウ
ムを行います。ぜひご参加ください。

第一回 APLA／あぷらフォーラム
“農を軸にした地域づくり・若者が主役になろう”
APLA／あぷら がめざす“農を軸にした地域づくり”。それには地域を担う次世代の若者たちが、どう
やって参加していくかが重要な課題です。第一回APLA／あぷら フォーラムのキーワードは“若者”。農
業と地域づくりの今後について語り合いましょう！

■日　時　2009年5月17日（日）　13：30～15：30（受付13：00～）
■場　所　千葉県成田市（会場については、後日改めてお知らせします）
■参加費　会員：無料、一般：500円
■フォーラムスピーカー

アルフレッド・ボディオス
　NBA（APLA／あぷらがパートナーとするネグロス島の農民グループ）アドバイザー。
グレッグ・ラシガン
農村開発の協同組合（CORDEV）役員。地元の生産者組合が生産している作物のマーケティン
グ、地域開発サポートを中心に進めている。

その他、日本の新規就農者も参加予定。

APLAでは会員さんへメーリングマガジンを配信しています。
APLA会員限定のメーリングリストを不定期に流しています。まだ登録されていない方はぜひ登録して
ください。（事務局までご連絡下さい。info@apla.jp）

　

事務局の動き（2009年 2月～ 4月）

事務局からお知らせ

APLA web siteでは、本誌に掲載されている
写真の一部をカラーでご覧いただけます。
http://www.apla.jp/04/04_halina.html

オリーブの木を植えやすいように
土地を造成している様子。

韓国ともパートナーシップを
築いています。（ドゥレ生協とAPNet）

From Korea【韓国より】

ち
の
活
動
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

活
動
を
通
じ
て
、
世
界
中
の
誰
も

が
平
和
に
暮
ら
せ
る
社
会
、
互
い

に
助
け
合
え
る
社
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
社
会
、
新
し
い

文
化
の
創
出
が
私
た
ち
の
ゴ
ー
ル

で
す
！　
（
朴
鏡
珍
A
P
N
e
t
事
務
局

／
抄
訳
：
事
務
局
野
川
）■

　
　
　
　

1
9
9
7

年
に
設
立
さ
れ
た
生

活
協
同
組
合
で
す
。 

⑴
食
糧
自
給
率
を
高

め
、
生
態
系
を
守
る

　

⑵
生
活
習
慣
の
変

革
に
よ
り
、
現
在
の

国
際
市
場
の
あ
り
方

に
対
抗
す
る　

⑶
組
合
員
参
加
に

よ
り
、
透
明
性
の
高
い
運
営
を
行

う　

⑷
地
域
社
会
の
た
め
に
多
様

な
事
業
を
行
う　

⑸
地
域
社
会

と
の
強
力
な
関
係
性
を
構
築
す
る
、

と
い
う
の
が
活
動
の
柱
で
す
。

　

2
0
0
3
年
、
組
合
員
の
要
望

に
よ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ス
コ

バ
ド
糖
生
産
者
と
の
関
係
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

ド
ゥ
レ
生
協
が
築
い
て
き
た
国
内

の
生
産
者
と
消
費
者
と
の
関
係
性

の
枠
を
越
え
、
民
衆
交
易
や
新
た

な
交
流
・
協
力
関
係
構
築
に
踏
み

出
し
た
の
で
す
。
そ
れ
に
あ
た
り
、

理
事
数
人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ

ロ
ス
島
を
訪
問
し
、
そ
の
体
験
を

組
合
員
と
共
有
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
2
0
0
4
年
6

月
に
韓
国
に
初
め
て

の
マ
ス
コ
バ
ド
糖
が

運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
輸
入
事
業
を
担

う
団
体
と
し
て
、

　
　
　
　
　
（A

lternative 

People ’s N
etw

ork for Peace 

and Life

）
を
設
立
し
、

現
在
は
、
マ
ス
コ
バ

ド
糖
の
他
に
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
、
そ
し
て
エ

ク
ア
ド
ル
、
ペ
ル
ー
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
コ

ー
ヒ
ー
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
風
土
に
あ
っ
た
も
の

を
生
産
し
て
い
る
生
産
者
を
支
援

す
る
」「
環
境
を
保
護
し
、
生
産
者

と
消
費
者
が
互
い
に
信
頼
し
あ
え

る
商
品
を
生
み
だ
す
」「
貿
易
を
通

じ
て
、
生
産
者
と
消
費
者
の
互
助

関
係
を
創
り
だ
す
」
そ
れ
が
私
た

ネグロス島の生産者を訪問。


